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片口付深鉢　埼玉県染谷遺跡群

（そめやいせきぐん）
　片口が付いた深鉢形土器は、関東地
方縄文前期の関山式土器に出現します。

胎土に植物繊維を含んでいますが、胴部の羽状縄文の美しい土器です。片口の
配された口縁部付近には竹管を引いたうえに粘土粒が貼付され、胴部の羽状縄
文と組み合わさって複数段の文様を構成しています。

１月　深鉢形土器　岩手県繋Ⅴ遺跡
　　　（つなぎごいせき）
　繋遺跡出土の縄文土器で、大木８b式
という型式に分類されています。東北地
方の南にひろがった大木式土器は、縄文
前期から中期まで続いた息の長い土器様
式です。そのなかで大木８b式は縄文中

期中葉、約5000年前の型式です。 3つの波頂をもつ口縁と太く力づよい隆起
線が渦を巻いた文様が特徴的で、縄文土器を代表するひとつです。

２月　鳥さん土器　石川県真脇遺跡
　　　（まわきいせき）
　今からおよそ5000年前の新保式土器
の浅鉢です。ご飯茶碗ほどの大きさの土
器に鳥の頭を付けています。目とくちば
しの先が赤く彩色され顔を少し傾けて、
何かを語りかけているように思えます。

３月　赤漆注口土器 　北海道野田生１遺跡
　　　（のだおいいちいせき）
　八雲町野田生１遺跡の赤漆注口土器は縄文時代後期
のもので、住居跡の床面からほぼ完全な形で発見され
ました。形状はダルマ形をしており、全体には水銀朱に
よる赤彩が施されています。表面に描かれた模様は「微
隆起線」と呼ばれ、みみず腫れのように粘土紐を細く
浮き出す高度な技法が用いられています。造形的にも優
れ、とても貴重な土器と言えます。

４月　朱彩台付土器　秋田県大湯環状列石
　　　（おおゆかんじょうれっせき）
　万座と野中堂、２つの環状列石を主体
とした大湯環状列石で出土した台付土器
です。万座環状列石の西50mで発見さ
れました。縄文土器は深鉢や浅鉢などの
多様なカタチがありますが、弥生土器の
高坏に似た台付土器はとても珍しく、マ

ツリに関連した特別な土器を思わせます。表面には赤彩がわずかに残り、本来
は真っ赤に彩色されていたのかもしれません。

５月　火焔型土器　新潟県岩野原遺跡
　　　（いわのはらいせき）
　縄文中期に越後、佐渡にひろがった火
焔型土器は、もっとも有名な縄文土器と
いっても過言ではないでしょう。4つの
鶏頭冠突起と鋸歯状に飾られた口縁を
最大の特徴として、器面を隆起線で構成
した曲線の文様で埋め尽くしています。

この土器は、畑仕事のさなか神林修さんによって発見されたもので、火焔型土
器の中でも大形の優品と言えます。

６月　勝坂式土器　東京都駒木野遺跡
　　　（こまぎのいせき）
　頸胴部が極めて屈曲した不安定な形
は、勝坂式土器様式最終段階をかざる
多喜窪タイプです。蛇とイノシシを模した
モチーフ、小さなドーナツ状の円孔浮文
を多用した２つの文様は二項対立を意識
した高度な製作技術が窺える縄文時代

中期土器の優品です。両者は住居跡床面上に伝えられてきたもので、これは縄文
人の思慮をも想像させます。

７月　顔付き土器　
　　　ロバート＆リサ・セインズベリーコレクション
　注口土器に遮光器土偶に似た顔が表現されて
います。縄文土器の中には、手足や顔などの人体
を表現するものがあります。この注口土器は、器
体を人体に見立て、顔を表現したように見えます。
出土地は詳らかではありませんが、北東日本の縄
文晩期の逸品です。

８月　赤色漆塗壺形土器      　　　　　
　　　青森県是川中居遺跡
　　　（これかわなかいいせき）
　今から約3000年前、縄文時代晩期
中葉に東北地方を中心にひろがった亀ヶ
岡土器様式の壺形土器です。この土器は
漆が塗られており、低湿地の捨て場から

出土しました。均整のとれた形と精緻な文様が織りなす優美なデザインは縄文
土器の一方の到達点といえます。また、表面を朱に彩る漆塗りは、自然の人工
化を物語る縄文文化の誇る技術の賜物です。

９月　壺形土器　鹿児島県上野原遺跡
　　　（うえのはらいせき）
　桜島と霧島連山を望む上野原台地の最
も高い場所に、丸と四角の口縁を持つ２
つの壺形土器が完全な形で並べて埋めら
れていました。丁寧に埋められていたの
は、まつりなどの儀式に使われていたた
めと考えられます。国内最古の壺形土器

の一つであり、全国的に弥生時代から使われ始める壺形土器より約5000年古い、
縄文早期後葉（約7500年前）のものといわれています。

10月　焼町土器　長野県川原田遺跡
　　　（かわらだいせき）
　縄文時代中期、東日本各地で個性豊
かな縄文土器が誕生しました。焼町土器
もそのひとつで、東信濃から西上州にか
けて盛行する型式です。環状の把手、曲
線、列点などを配した豪放な文様の展開

をみせ、土器造形の到達点のひとつを示すものといえます。わけても川原田遺
跡の焼町土器は、他の追随をゆるさない優品です。

11月　水煙土器　山梨県安道寺遺跡
　　　（あんどうじいせき）
　縄文中期の中部高地にみられる曽利式
土器の代表格。円文を主モチーフとした
大きな把手が特徴となり、水煙土器と呼
ばれます。円文と波状文を組み合わせた
四つの大型把手は立体的に器体からそそ

り立ち、そのバランスと高さ82cmの大きさは見るものを圧倒します。住居内の
土坑に、他の小形土器を取り囲むように打ち割られて埋設されていました。

12月　土夢華（どむか）・宇宙創生
　　　　作：猪風来
　作品『土夢華』シリーズは、火焔土器
に見る渦巻文の重なりと反転・融合増殖
によって生まれる力強いスパイラルな世
界観を表現しています。宇宙のゆらぎより
無数に湧きたつ文様充ち満ちた宇宙の創
世、それは渦巻く万物の生命と魂にして、

創造の根源力です。これこそが《現代縄文芸術》として新たなる地平を拓くので
しょう。

がんばろう
東北！
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